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応神地区について

• 徳島市北部に位置し、市中心部
とは吉野川によって隔てられた
地区

• JR吉成駅のほか、徳島バスが
幹線道路を２路線運行している
ものの、交通不便地域が大部分
を占めていた

• 近隣に病院やスーパーがなく、
マイカーを持たない高齢者は、
徒歩で１時間以上かけて通院や
買い物を行っていた

応神ふれあいバス導入前

住民自ら高齢者等の移動手段を確保しようと取組みをスタート
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手作りの時刻表やポスター

住民主導によるコミュニティバスの導入に向けた取組

H19.12 市民の足を守る会による議論開始

H21.7 コミバスを走らせる会結成

H22.4 応神地区コミバス運行協議会発足

・シンポジウムや地域集会の開催
・試乗会や住民アンケートの実施

徳島市の交通計画に、住民主体路線
へのサポートが検討項目として明記

・地元企業に対し、協賛要請
・手作りの時刻表等を作成
・同年５月より１５日間の運賃無料の

実証運行

延べ５７７人
１便平均４．８人の利用

シンポジウムの開催

2

実証運行の
結果・・・

H23.7 応神ふれあいバス運行協議会設立

有識者を招いての先進事例学習

「応神ふれあいバス」出発式典（平成２３年１２月３日）

•実証運行の実績をふまえ、徳島市が補助制度を創設
•国及び市から資金的支援を受け、検討開始から４年
がかりで本格運行を実現

応神ふれあいバスの本格運行

H23.12 応神ふれあいバス本格運行

運行 市内の乗合事業者に委託

車両 １０人乗りジャンボタクシー１台

運行回数 ２系統を週３回、１日４往復

運賃 片道３００円均一（往復４００円）

定期券
１年定期 ９，９８０円
６ヶ月定期 ５，９８０円
（サポーターによる購入支援も）

運営資金
運賃、住民・企業からの協賛金、
国・市からの補助金

（運行形態）
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地域の実情に即したきめ細やかなルート設定

・運行ルートは、応神町古川を起点
に、マルナカ成長店行きと、
キョーエイ北島店行きの２系統

・住民自らルートや運行ダイヤを設
定（利用者ニーズを把握し、平成２５年

１０月から見直し）

・停留所の間隔を短くし、スーパー
病院のほか、金融機関、高齢者福
祉施設、町の集会所など、約１０
キロの運行ルート上に３０カ所近
く設置

・買い物や通院に利用する高齢者な
どの利便性の向上
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キョーエイ北島店

マルナカ成長店

キョーエイ北島店ルート
（火・木曜日運行・
上り下り各４便）

マルナカ成長店ルート
（金曜日運行・

上り下り各４便）

藤田荘（起点）

吉成駅

、

運転者が利用者の乗降を手助け

• 運転者が利用者の荷物を運んだり、関係者が買い物の手助けを行ったり
するなど、手厚いサービスが利用者に喜ばれている。

• 車内では乗り合わせた人達の会話がはずみ、交流の場として、家にとじ
こもりがちな高齢者の方々の外出支援の役割も果たしている。

バス車内は地域の寄合サロン

手厚いサービスとまちの寄合所としての機能
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自立性、継続性に向けた取組

• 利用会員募集のため、運行情報や利用者の声
などを紹介する「ふれあいニュース」を配布

• 各家庭をまわって利用を呼びかけ

• 協議会メンバーがコミバスに同乗し、初めて
の利用者や不慣れな利用者の不安を解消

課題

取り組んでいる利用促進策
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• 利用者数は増加したものの、定期収入、協賛
金等は年々減少しており、国・市の補助金額
が増加

（千円） （人）

補助金

運賃・定期

協賛金等

利用者数
（延べ）
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ご清聴ありがとうございました。


